
　令和５年度　福岡市商店街イベント事業補助金活用事業

１．商店街の課題
・居住するには人気のエリアとなっていますが、他地区からの来街者の伸び率が低いです。

・福岡市営地下鉄七隈線全線延伸にあたり、地域をあげて六本松地区の新たな魅力を模索する必要性があります。

・国道202 号線を挟み、六本松１・２丁目(六本松商店連合会)側と３・４丁目(青陵の街・六本松421)側とが分断され

ており、一体感が乏しいです。

２．「六本松健康ウォークVOL.2」を開催
【１】MJR 六本松前公開空地～六本松公園 でのウォーキング

【２】ゴールでの抽選会

【３】各公園での参加団体による健康促進イベント

【４】再来街促進イベント(Ｗチャンスプレゼント会) 

３．効果があったと思われること
・ウォーキング当日来街者数 前年比 2.４％増（6,528人→6,685人）

・再来街促進イベント(Wチャンスプレゼント会)参加者数34人

４．来街者の声・会員さんの声
○来街者の声

・朝からいい運動になった。イベントを通して自分の体の状態を見直すきっかけになった。

・子どもにとっては丁度いい距離だった。家族で参加しやすい良いイベントだと思う。

○会員さんの声

・健康ウォーク参加者が来街してくれたことで商店街全体が活気に満ちていた。

５．反省点や今後の取り組み
・参加者や後援企業・団体の拡大を図り、協賛金(品)を募ることで、より参加意欲の高まる特典を展開します。

・ローカルな告知に加えてポスターを近隣駅（別府、桜坂駅）へ掲示するなど告知範囲を増やしたり、協力企業の社員

や取引先、顧客へのPR強化を行ったりすることで、参加者数増を目指します。

・ゴールの混乱により、再来街促進イベントの告知が不充分だったため、ゴールの人員を増やすなどオペレーションの改

善を行います。

・次年度以降は２回/年の開催を検討し、地域の恒例行事となる様に努めます。

どんな商店街？

草ヶ江校区内に位置し、地下

鉄六本松駅に隣接する商業施

設です。 六本松を中心とする１

㎞を商圏とし、来訪者は老若男

女問わず、様々な年齢層となっ

ています。地元の草ヶ江街づくり

協議会の会員でもあり、地域の

発展に寄与する事項に参加して

地域全体の活性化に繋げるために

▼ゴールでの抽選会の様子


	Sheet1

